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橋を造り，善行をする
　漢民族の橋俗文化の中では，橋工事の始末に，各種の宗教儀式が行われる。しかも，橋梁白身
も諸神や諸仙の集まる所である。更に広い意義から見ると，橋を造ることは一種の宗教行為と言
える。
　仏教が中国に伝わってきてから，仏教の信者が大衆へ宣教し，引導するために，橋を造るとい
う気風が盛んになった。だから，出家の方は橋を造るということを，大衆を引導し，功徳をする
一つの手段と見なしている。仏教信者が橋造りを通し，大衆を引導し，自分も済度する。それで，
橋を造るための募金活動が出家の方に対して，功徳善行をしているような存在である。しかも，
橋は「慈航」とも称した。
　ところで，中国のどの地方の地方志を読んでも，橋梁及び橋を造る者に関する事績はかなり書
かれた。この面から橋造りと善行観念が民間では普及されたことを明らかに’した。地方志に記載
された橋梁に関する資料は以下の数点にまとめられる。
　まず，橋を造り，橋梁を建て直し，橋を造るための募金などは中国各地では，善行，義行と見
られる。彼らの事績は碑文にしたり，名前が橋の名に命名されたり，地方志に名が載せられたり，
人々に尊敬される。このように橋を造ることはすばらしい行動だと人々に思われる。一種な重要
伝統でもある。
　次の点は，橋造り，橋を造る者の動機はそれぞれだが，郷里に幸せをもたらし，白分あるいは
子孫のため，善行をし，徳を積む。しかも親が橋を造れば，子あるいは同一家族の代々が同じ橋
を修繕する。それは，橋梁は一家族の人口数や壮健かどうかなどに絡んでいるためである。
　河甫夏邑にある班家橋は父が造った，子が修繕し続いていた例である（30）。このような例はた
くさんある。河甫項城では，蒋橋という名の橋がある（31）。橋の所に立てられた碑が壊れたため，
橋の由来ははっきり分からないが，邑人張三宝がこの橋について，次のように述べた。この橋は
蒋氏が造ったに問違いない，なぜなら，この橋の名から判断できる。しかも「蒋君丞昌，邦治等，
因慨然日，橋姓吾姓，即吾家之橋也，吾族附橋居者余戸，忍坐視橋之就妃乎」云々を言った。そ
したら，蒋氏一族はお金を集めて，橋を建て直したそうだ。
　その次，各地方志には，又，橋を修繕した者がよい結果になった実例が記載された。『許昌県志』
の記載により，明代には許昌では，那登高という人がいた。彼は一生にたくさんの橋を造った，
そして，その子孫は科挙に成功した者がいた。これは徳を施した恩返しだと思われる。橋造りの
善行者に最大の因果応報は子孫に福の果報を授けてもらうことである。山西『霊石県志』巻九に
記載されたのは，地元では，橋作りの善行者はたくさんいた。この中に王立報という人がいた。
彼は村の西に橋を造った，村民たちに感謝され，村民から「修橋済衆，后其子孫」と書かれてい
る扁額をもらった。福建省の同安，光澤の地方志記載により（32），橋を修繕したため，子孫満堂
になる例もたくさん挙げられた。
　橋を造り，善行をする民俗観念と行為は，中国各地方ではかなり見られる。又，橋上，橋の挟
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に亭，座が設置され，燈を掛け，ご馳走を用意し，往来旅人の安全を祈る風俗がある。大雪が降っ
た翌朝では早起きな者は先に橋上の積もり雪を掃除するのも屡々いる。江断あたりに，河の下流
に住む郷民は橋の板が水に流されるのを見たら，その板を拾って，元に戻す。これも徳を積む，
善行の行為である。台湾では，もし橋の板を盗んで，人に見つけられると，その板を背負って，
村内を回り，見せしめの処分をする（33）。
　重要なのは橋梁自身は一種の宗教的な行為も含まれていることである。完了された橋の修繕も
宗教の力を借りなければならない。昔，四川各地では，人々は大，中型の橋梁の側に廟を建て，
僧侶を廟に住まわせ，廟の収入を，橋梁の維持費や管理費に使う。ちなみに，又，余っている管
理費や維持費から，産業などを経営し，財団法人の資格になり，橋に自己維持の生命力を与える
ようになる。
初歩的な結語
　漢民族の橋俗文化について，本稿にはいくつかを述べたが，粗述ではあるし，触れていない面
もたくさんある。例えば，申国古代の橋政，民間各地にある「橋会」の組織，口承文芸中に触れ
られた橋の救難象徴性，橋は天に繋がり，神，仙，鬼などに通じる，橋占いの風俗など様々ある。
これらは今後の研究課題にして置きたい。
　ここで，漢民族の橋俗文化を概述してから，新しい比較民俗研究の課題が見えてきた。まず，
漢民族と少数民族の橋俗文化についての比較研究である。少数民族の橋俗文化と言えば，例えば，
朝鮮族の「踏橋」，苗族と個族の「架橋」祭りと敬橋節，景頗族の「過草橋」，揺族の「功徳橋」
など。これらを漢民族の橋俗文化と比較したら，お互いに補足することができる。次に中国，日
本，ヨーロッパに至るまでの比較研究である。例えば，日本の「渡七橋」の風俗は中国の「走橋
度厄」とよく似ている。日中両国にある橋俗では，橋市，橋占い，三代夫婦の初渡式やら橋の勧
進，供養などを比較しながら，中世ヨーロッパでは，教会を背景にした「橋梁建設兄弟会」など
に辿ってみることもできる。橋造り，善行をし，大衆を引導するのは西洋であれ，東洋であれ，
どっちでも似ているし，宗教原理の一つと思う。ところで，もっと，視野を広げて世界文化の背
景から，漢民族の橋俗文化を再認識しなければならないと思う。
　橋に関する民俗への我々の認識は未だ不十分である。ところが，今まで，認識してきたものか
ら，漢民族にある橋俗の象徴に初歩的な帰納をしようと思えば，できないわけでもない。
神界（あるいは陰間）φ橋［〉出産
　　　病気，厄，災難くコ橋［〉回復，平安
　　　　　　　　男人φ　橋　⇒女人
　　　　　貧乏知識人ぐコ橋［〉名誉，金銭
　　　　　　　　迎えくコ橋　φ送り
　　　　村内（安全）くコ　橋　⇒村外（未知）
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買うぐコ橋　［〉売る
　矢印で上述した橋の過渡性を記した。更に抽象的なレベルヘ辿っていくと，次のような過渡象
徴性がある。
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　このように数千年に渡った漢民族の橋梁発展史から，逐次に橋の民俗が醸成された。人生の生
老病死から名誉利藤まで，愛情，性，婚姻から信仰に至るまで，橋俗の中では漢民族の歴史と文
化の基本層面が触れられた。しかも，この中には漢民族の民族性と価値観も含められた。最後に，
漢民族の橋俗文化に関する研究は比較民俗学ないし漢学の研究に参考にされることが私の望みで
ある。
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付　　　記
　本論文は平成3年度日本学術振興会外国人特別研究員として，「比較民俗方法論の基礎的研究」をテーマ
として，一年問筑波大学民俗学研究室で行なった研究成果の一部である。受入れ教官の佐野先生はじめ，教
室の教官・大学院生の皆様はじめお世話になった方々にこの場を借りてお礼申し上げます。
　また，このような機会を与えてくれました日本学術振興会，筑波大学歴史・人類学系に記して謝意を表し
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